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ANNUAL　REPORT　OF　THE　MIMSTER　OF
　　　　STATE　FOR　EDUCATION等
　　　文部省刊行英文教育資料について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野延胤
　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　CATALOGUE　OF　EUROPEAN　BOOKS　IN　THE　GAKUSHUIN　LIBRA　RY
（1926）および学習院図書館和漢図書目録（昭和5年）には，明治・大正期に
文部省が刊行した英文教育資料のいくつかが記載され，現に学習院大学中央図書
館に所蔵されている。以下，これらを学習院本と呼ぶこととする。文部省はこの
時期，多くの英文教育資料を刊行している。特に明治初期には，海外先進国の教
育事情を把握するため，外国の教育資料を邦文に翻訳する一方，我国の教育を海外に
紹介する目的で，英文による我国の教育資料を刊行することにも力を注いだ。然
しながら，それら文部省刊行英文教育資料は，我国内ではあまり注目されること
なく，中には散侠して，国内よりはむしろ海外で所蔵されている場合も少くない。
それら資料の所在を明らかにすることは，この方面の研究の基礎作業として必要
なことと思われる。
　以上の学習院本を手がかりとして，それと同種または関連ある資料について，
アメリカ合衆国における所在状況をまとめたのがこのレポートである。特に，ア
メリカ合衆国の2つの大学，University　of　Washington（以下WaU（1）t略す）
およびUniversity　of　California，　Berkeley（同じくCUと略す）は，筆者が，昭
和58年（1983）夏，現地で直接その所蔵状況を知る機会を得たので，その結果の報
告をも兼ねている。
　学習院本として数えられるものは6冊ある。ここでは，それらを3種に分ける。
　（1）ANNUAL　REPORT　OF　THE　MINISTER　OF　STATE　FOR　EDUCA－
　　TION（「文部省年報」の英文版）
一1一
（2）　AN　OUTLINE　HISTORY　OF　JAPANESE　EDUCATION（1876）等
　（世界博覧会等の機会に，日本の教育や歴史を外国へ紹介する目的で出版し
　たもの。）
（3）IMPERIAL　RESCRIPTS（勅語等の英訳書）
以下，この3種の別に従って述べることとする。
1．ANNUAL　REPORT　OF　THE　MINISTER　OF　STATE　FOR
　EDUCATION
〈邦文版「文部省年報」の概要〉
　文部省は明治8年に，「文部省第壱年報」を発刊した。この第1年報（以下，
年報の号数は「　」内に示す正式な名称のほかは，算用数字を使用する）は明治
6年の我国の教育全般にわたる報告書で，以後引続き，毎年の年報が文部省によ
って編集，発行された。第1年報は1冊本であったが，翌年の「文部省第訊年報」
（明治7年度）では2冊本となり，その第2冊目には教育に関する統計類を収録した。
それ以後，年度により，2冊本（上，下）として発行された場合と，1冊本の場
合とがある。
　名称は，はじめ「文部省第何年報」であったが，第18年報（明治23年度）から
第24年報（明治29年度）までは「大日本帝国文部省第何年報」となり，次の第25
年報（明治30年度）から第60年報（昭和7年度）までは「日本帝国文部省第何年
報」を使用した。第61年報（昭和8年度）からは再び「大日本帝国文部省第何年
報」となり，大平洋戦争の終戦前，昭和19年に発行された第66年報（昭和13年度）
の「下」および第67年報（昭和14年度）の「下」まではこの名称によった。第66
年報と第67年報の「上」は，戦後，昭和22年に，「文部省第66年報　上」，　「文部
省第67年報　上」として発行された。
　学習院では，大学中央図書館に，第1年報以後第93年報（昭和40年度）までを
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所蔵してい£。れらの中には文部省寄贈本も多く含まれてい課
　文部省年報が，日本の近代教育発展の歴史をふりかえるとき，最も信頼するに
足る基本資料の一つであることは誰もが認めるところである。今日では，第1年
櫛ら第79年報（昭和26鞭）までカ・復刊さ雑）広く利用可能とな。て、、る．学
習院が収蔵する文部省年報はいずれも発干哨時のものであ課
〈英文版「文部省年報」〉
　文部省は第1年報をはじめとして，それ以後，それぞれの年報に対応する英文
版の年報を発行した。この英文版の存在は，我国ではあまり注目されることはな
かったようである。最近，国立教育研究所の佐藤秀夫氏が「アメリカ合衆国に在
る躰教育に関する史料について」と題する論文を発表され理その中で。の英
文版についても解説され，日米における調査の結果を報告されている。以下に述
べる筆者のレポートは，参考図書や調査方法等の点で，この佐藤氏の論文を参考
とさせていただいた。
〈学習院本〉
　学習院大学図書館所蔵の英文版「文部省年報」は次の2冊である。それぞれの
タイトルページから引用する。
　〔1）　THIRD　ANNUAL　REPORT　OF　THE　MINISTER　OF　EDUCATION
　　FOR　THE　EIGHTH　YEAR　OF　MEIDI．／（APPENDIX　OMITTED、／
　　PUBLISHED　BY　THE　DEPARTMENT　OF　EDUCATION．／TOKIO，
　　　　　　　　　　　　（7）　　10th　MEIDI（1877）・
　（2｝　FORTY－THIRD　ANNUAL　REPORT　OF　THE　MINISTER　OF　STATE
　　FOR　EDUCATION　FOR　THE　FOURTH　STATISTICAL　YEAR　OF　TAI－
　　SHO／（1915－1916）／（ABRIDGED）／TRANSLATED　AND　PUBLISH－
　　ED　BY　THE　DEPARTMENT　OF　EDUCATION／TOKYO，　JAPAN．／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）　　September，　Seventh　Year　of　Taishδ（1918）
以下Annual　ReportをARと略し，その複数はARsと記す。号数について
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は，ARの次に，その号数を算用数字で加えることにする。即ち上記（1）はAR3，
（2）はAR43である。　AR3とAR43とではタイトル中の「文部大臣」に相当する
部分に違いがあり，「文部省」については相違がみられない。The　National　Un－
ion　Catalog　Pre－19561mprints（以下NUCと略す）によれば，英文版の文部
省年報をPeport　of　the　Minister　of　State　for　Educationとしている。つまり，
号数とAnnualの語を省き，「文部大臣」についてはAR47の表現をとっている。
NUCのその項目にTitle　varies　slightly．とあるのは，以上のような年度による
タイトルの違いについて注意を喚起したものである。「文部省」については，Lト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）brary　of　Congressの表記をたどって見ると，　Dept．of　education，　Ministry　of
，d。，a，i。醤゜）を経て覗在ではM。mb。、hぎ11Σな。ている．。のよう1，文部大臣，
文部省を表わす英語が幾通りもある上に，対象とする年度を示す場合，日本の元
号によるものと西暦とを併用したため，表記は一層複雑となった。NUCでは年
報が対象とする年次の，西暦と日本の元号とを対照して解説し，AR3のように
日本の元号のみで表わされた場合に西暦に換算する便宜を与えている。
＜AR3の内容＞
　AR3とAR43は，それぞれ，どのような内容を持ったものであろうか。それ
ぞれの元となった邦文版の文部省年報と対比して見ることにする。先づAR3につ
いて対比する。
　邦文版文部省第3年報は2冊本である。頁を数えるのに，第2年報と同様に「丁」
　　　（12）
を用いだ。収録項目は次の如くである。
　第一冊　文部省年報（1～16丁）
　　　　　文部省年報附録第一（1～628丁，府県年報，文部省所轄学校年報等
　　　　　　を収録）
　第二冊　文部省年報附録第二（1～1025丁，府県公立小学校一覧表，私立小学
　　　　　　校表等を収録）
　この2冊を合わせ，総丁数1669に及ぶ文部省第3年報に対応する英文版AR3
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は，わずか36頁の小冊子である。その内容は，巻頭に‘May　it　please　Your
Majesty’で始まる文部大輔田中不二麻呂の，第3年報を天皇へ奉呈する旨の謹
奏文（pp．1～2）が置かれ，以下，次の項目が続いている。
　ELEMENTARY　SCHOOLS．（pp．2～12）
　MIDDLE　SCHOOLS．（pp．13～16）
　NORMAL　SCHOOLS．（pp．13～16）
　COLLEGES　FOR　SPECIAL　SCIENCES．（pp．16～18）
　GWAIKOKU　GOKAKKO．（Foゴeign　language　schools）（pp．18～21）
　PUBLIC　SCHOOL　FINANCES．（pp．21～24）
　SCHOOL　DISTRICTS．（pp．24～26）
　STUDENTS　IN　FOREIGN　COUNTRIES．（pp．26～27）
　INSPECTION　OF　SCHOOLS．（pp．27～28）
　TEXT－BOOKS．（pp．28～30）
GOVERNMENT　AID　FOR　ELEMENTARY　EDUCATION．（PP．30～31）
　STATISTICAL　SUMMARY．（pp．32～34）
　RECOMMENDATION　FOR　AN　ASSOCIATION　OF　MEN　OF　LEARN－
　　ING．（pp．35～36）
　これら項目およびその内容は，邦文版文部省第3年報，第一冊の文部省年報（1
～16丁）の部分と合致している。つまり，　AR3は，邦文版文部省年報の附録第
一と附録第二を除いたものの英文訳である。AR3のタイトル中に‘APPENDIX
OMITTED’とあるのは，この意味である。佐藤秀夫氏は前記論文中で，英文版
文部省年報にっいて，　「一八七〇年代（明治六～一二年）では，二〇～五〇頁ほ
どの小冊子・一預前後の邦文版にLヒすれば全くの要約版に過ぎない．」（13）と述べ
ておられる。「明治六～一二年」は第1年報～第7年報に相当するが，このうちAR3
が元の邦文版で，日本の教育の実状を概観し得る「文部省年報」の部分の英文訳
であったことを考えると，他のAR　1，2，4～7もAR　3と同様の形をとった
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と推測される。佐藤氏の調査されたところではAR　1～9のうち，日本国内では，
AR3，　AR5が内閣文庫、、あるのみであ81）ア，リカ合綱ではAR2－5カ・ア・
リカ議会図書館（U．S．　Library　of　Congress．以下DLCと略す）にあるのみで
あbQi｝　AR　i　e，つ、’・てはMIT（Massa，husett、1。、ti・。・，。f　Tech。。1。g，，　NUCで
はM，M）の図書館、，収蔵の記録がある・とを指摘さ謁1更・・，AR・一・・ま，・本
でもアメリカ合綱でも翻されていないと述べておられぎ1。の・とから学習
院本AR3は，現存する数少ないもののひとつと考えられる。
〈AR43の内容〉
　邦文版文部省第43年報上，下の内容は次のようになっている。
　上凡例（pp．1～2），目次（pp．1～6）
　　　第一篇　省務提要（PP．1～55）
　　　第二篇　全国教育（pp．57～398）
　　　第三篇　宗教（pp．399～411）
　　　附録統計図（礪18｝
　下　学事（pp．1～745．学齢児童，小学校以下各学校，各種統計を収録）
　AR43を，この邦文版の内容と対比すると，次のようになる。〔〕内に邦文版の
どの部分の英文訳であるかを示す。
　INTRODUCTION　〔「凡例」のほぼ全文〕
　PART　　I．　GENERAL　SKETCH　OF　AFFAIRS　TRANSACTED　BY　THE
　　　DEPARTMENT　OF　EDUCATION．（pp．1～44）　〔上，第一篇　省務提
　　　要の全訳〕
　PART　ll．　EDUCATIONAL　REPORT．（pp．45～359）〔上，第二篇　全国教
　　　育の全訳〕
　PART　皿．RELIGIOUS　REPORT（ppL360～382）〔上，’第三篇宗教の全訳〕
甦，邦文版の附雛計図（，種）と1爆なる漢文版用の統計図（蠣19）を
作成して巻末に付けた。
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　以上のことから，AR43は，邦文版の上巻のみを，ほぼそのまま英訳したもの
であることがわかる。AR43のタイトルに‘ABRIDGED’とあるのは，下巻から
は翻訳されたものが無いため使用されたと思われる。
　NUCではVols　for　1901／02－　　　“abridged”とあるので，　AR29（明治34
年度）から，“abridged”と記されたことになる。佐藤秀夫氏によれば，　AR43は，
内閣文庫に梱会図書館に撫く，DLCにのみ存在することにな。てい紬で，
学習本AR43は日本国内でも稀なものと考えてよいであろう。
＜アメリカ合衆国におけるARs＞
　NUCによれば，　ARsを所蔵する大学等は次の15か所である。大学等の名称は
NUCにより省略記号を用いるが，初出の場合にのみ，（）内にその名称を記すこと
とする。
　DLC，　CU，　OrU（Univ．of　Oregon），　DL（U．S．　Dept．　of　Labor　Library，　Wash－
　ington　D．C．），　NjP（Princeton　Univ．），　ICJ（John　Crerar　Library，　Chicago），
　NNC（Columbia　Univ．，　New　York），　MH（Harvard　Univ．），　MiU（Univ．　of
　Michigan，　Ann　Arbor，　Mich．），　IU（Univ．　of　Illinois），　MB（Boston　Public
　Library　and　Eastern　Massachusetts　Regional　Public　Library　System，　Bos－
　ton），　NNU－W（New　York　Univ．，　Washington　Square　Library，　New　York），
　DHEW（U．S．　Dept．　of　Health，　Education　and　Welfare），　MiD（Detroit　Pub．
　lic　Library），　NcD（Duke　Univ．，　Durham，　N．C．）
　然し，これら15か所のそれぞれの場所で，どの号数のAR（s）を所蔵しているか
は明らかではない。所蔵号数にまで及んで記述してあるものは，LIST　OF　THE
SERIAL　PUBLICATIONS　OF　FOREIGN　GOVERNMENTS　1815－1931
EDITED・BY・WINFRED・GREG・RY（以下LSPと略す）であぎ！ここに1ま，
AR（s）を所蔵する大学等が23か所記載され，同時にそこに所蔵されているAR（s）
の号数が明示されている。この23か所のうち，前記NUCの15か所と共通するもの
は，CU，DLC，　IC・，　IU，・j・，　Mi洗・か所のみである．残り17カ、所は次の鋤
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である。
　CL（Public　Library，　Los　Angeles），　CSt（Stanford　Univ．），　CaTU（Tront
　Univ．，　Canada），　DC（U．S．　Dept．　of　Commerce），　ICU（Univ。　of　Chicago），
　IEN（Northwestern　Univ．，　Evanston），　IaU（State　Univ．　of　Iowa），
　InU（lndiana　Univ．），　MCM（Massachusetts　Institute　of　Technology＝MIT），
　MdBJ（Johns　Hopkins　Univ．），　MoS（Saint　Louis　Public　Library），　NN（New
　York　Public　Library），　NSyU（Syracuse　Univ．），　OC1（Cleveland　Public　Li・・
　brary），　OU（Ohio　State　Univ．），　PP（Philadelphia　Free　Library），　WaU（Univ．
　of　Washington，　Seattle）
　従って，AR（s）は，アメリカ合衆国では，その号数の多少はとも角，少くとも
32か所で所蔵されていることが判明する。NUCに記載の場所については，前述
のように，所蔵する号数までは示していないので，LSP記載と共通する6か所を
除く9か所については，それぞれについて，実際の所蔵号数の調査力泌要である。
またLSPにあっても，その記述号数が実際の所蔵と一致するとは限らず，完全な
所蔵状況を知ることは甚だ困難である。とりあえずは，佐藤氏が前掲論文中に指
摘された通り，日米共通に欠けているAR6～9を発見することが重要である。
〈WaUにおけるARsの所蔵状況＞
　LSPにはWaU所蔵のARsとして，1906／07，11／12と記されている。これはAR
34（明治39年度）とAR39（明治44年度）に相当する。然し，筆者はWaUのSuzz－
allo　LibraryのGovernment　Publications部門特別室に備えてあるLSP中に，上
記に加え，鉛筆で，1902／03，1919／20＋と加筆されているのを発見した。この加
筆部分は，蔵書調査の際に，実際の所蔵本に当って確認の上で記入したものであ
る。1902／03はAR30（明治35年度），1919／20＋はAR47（大正8年度）および，
それ以後の号も所蔵していることを示している。（AR47にについては後述する。）
　一方，Suzzallo　Libraryの綜合図書目録（カード）には，書名Annual　report
of　the　Minister　of　state　for　educationのあと，　No．に続いて，鉛筆で所蔵の
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号数が次のように記入されている。
　30，　34，　39，　41，　48，　57　　1902／03　　1906／07　　1911／12，　1914／15，　1920／21－
　1931／32
　これら数字のうち，前半の6つは号数を，あとの年数は，前半の号数に対応す
る内容の年を示すものである。然し，AR30と1902／03，34と1906／07，39と1911
／12，48と1920／21とは対応しているものの，41と1914／15は1号又は1年のず
れがあり，57は最後の1920／21－1931／32の途中の1929／30に当るもので，特に57
と記載する理由はなく，逆に1920／21－1931／32に当る号数を示すならば57では
なく，48－59とすべきものである。
　このカードに記されたARsの号数を，　LSPと比較（鉛筆で加筆のものを含む）
すると，LSPでは41？（1914／15？）を欠き，カードでは47（1919／20）を欠いて
いる。
　では，蔵書の実状はどうであろうか。同図書館3階の該当の書棚では，次の16
冊を確認することができた。
30（1902／03）・34（1906／07），39（1911／12），42（1914／15），48（1920／21）＿59
　（1931／32）
　即ち，カードの41は記入のあやまりで，実際は42であり，LSPの47は書棚では
発見できなかった。これら16冊は，号数の示す通り，初期の発行分は含まれてい
ないが，明治35年以降，数年おきに蔵書を有するほか，大正9年度以降，太平洋
戦舗の歎版最終発行分である昭和6年度分（昭和13年3月発行監で12年間
分を完全に備えているのである。
〈CUにおけるARsの所蔵状況＞
　LSPによれば，　CUにはAR3，26，30－46，48＋が収蔵されていることになって
いる。同大学のDoe　Libraryの図書目録（カード）には，その項目（書名等）は
あるが，所蔵の号数は記されていない。そこで，実際の所蔵号数（Holdings）の調
査を依頼したところ，次の号を所蔵しているとの回答があった。
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　3（1875／76），26（1898），30－59（1902／03－1931／32）
　これはLSPの記載とほぼ一致している。異なる所は，回答では47も在ることに
なり，30（明治35年度）から59（昭和6年度）まで30年間全部を所蔵しているこ
とになる。AR47については，更に所蔵の有無を照会中である。
〈AR1とAR47の存在について＞
　AR1は，すでにふれた通り，　LSPによってMCMに所蔵されていることになっ
ている。このほかLSPでは，　DLCにも1＋とある。しかし，これは前述の佐藤氏
が調査されているのであるから，DLCには実在しないものと思われる。NUCにも
‘Reports　for　18　　－1912／13　called　also　　－45th　statistical　year　of
Meiji．．＿．’と空欄があって，1800年代の何年，また，明治何年から始まるかを明
らかにしていないことからも，DLCにはAR1は存在しないことは明らかである。
　AR47については，佐藤氏が，前記論文中で「一九一九（大正八）年度版の第
四十七年報は，国内では確認できなかった。前述のList　of　the　Serial　Publica－
tions　of　Foreign　Governmentsによれば，全米で唯一セントルイス市立図書館
に所蔵されているが，同年報の刊行が一九二三（大正一二）年に当たるところか
ら，関東大震災の影響により果たして実際に刊行されたのかどうか疑念なしとし
　　　⑳　　　　と述べておられる。ない。」
　LSPには‘47，1919／20　never　issued’と明記されている。にもかかわらずWaU
のLSPにはAR47を示す1919／20＋の鉛筆の書き込みがあることは前に述べた通り
である。UCのカードには，“The　47th　report　was　never　published”と記入され
ている。然し，ここでも前述のようにAR30－59は，　AR47を含め，連続して所蔵
されている可能性がある。またNUCには，特にAR47について，　LSPやUCのカー
ドに記されているnever　issuedやnever　publishedのような記述はない。
　邦文版の文部省第47年報（上，下）の発行は大正11年5月であって，関東大震
災とは関係がない。次の第48年報（大正9年度）は上巻の印刷は大正12年5月，
発行は同年7月，再発行は同13年2月となっている。下巻も，上巻とほぼ同じ頃
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に印刷発行されている。これらは，震災の影響を直接受けたかと思われるが，引
続いて第49年報（大正10年度）が同14年3月に印刷発行されている。邦文版は，
このように連続して発行されているのであるから，それと対応する英文版，特に
AR47のみが，全59巻のうち唯一つ欠けるとは考えにくいのであって，何等かの
形で刊行されたのではないかという疑問は依然として残るのである。
〈アメリカ合衆国における邦文版文部省年報〉
　ここで，一言，アメリカ合衆国での邦文版文部省年報についてつけ加えておき
たい。
　LSPには，次の如く邦文版文部省年報を所蔵する場所と号数についての記載が
ある。
　IU　3，37－38，1875－1910／11
　NN　27
　以上のうちIUの3は1875（明治8年度），37，38はそれぞれ1909／10（明治42年
度），1910／11（明治43年度）に相当する。また，NNの27は1899（明治32年度）
の号に当るものである。合計わずか4冊である。
　LSPの英文版の所蔵号数と対照すると，　IUでは，37，38について，　NNでは27に
ついて，それぞれ英文版も所蔵していることがわかる。
　このほか，NUC　Supplementによれば，宣文堂から復刊（註（4）を参照）さ
れた第1～27年報（明治6～32年度）がDLCに収められていることになっている。
2．AN　OUTLINE　HISTORY　OF　JAPANESE　EDUCATION（1876）等
　国際的な博覧会を機会に，文部省は，日本の教育事情や歴史を紹介する図書を
英文で出版している。この種に属する学習院本は次の2冊である。それぞれのタ
イトルページを引用する。
　（1｝　AN　OUTLINE　HISTORY　OF　JAPANESE　EDUCATION；
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　　PREPARED　FOR　THE　PHILADELPHIA　INTERNATIONAL　EXHIBITION
　　1876，BY　THE　JAPANESE　DEPARTMENT　OF　EDUCATION．／NEW
　　YORK：D．　APPLETON　AND　COMPANY，549＆551　BROADWAY．1876．
（2）THE　HISTORY　OF　THE　EMPIRE　OF　JAPAN．
　　COMPILED　AND　TRANSLATED　FOR　THE　IMPERIAL　JAPANESE
　　COMMISSION　OF　THE　WORLD’S　COLUMBIAN　EXPOSITION，　CHICAGO，
　　U．S．A．，1893．／PUBLISHED　BY　THE　DAI　NIPPON　TOSHO　KABUSHIKI
　　KWAISHA，　BY　ORDER　OF　THE　DEPARTMENT　OF　EDUCATION，　TO－
　　KYO．
〈AN　OUTLINE　HISTORY　OF　JAPANESE　EDUCATION発行の経緯とその
内容＞
　1876年，アメリカ合衆国独立100年を記念して，国際的な博覧会が，独立に最
も縁の深いPhiladelphiaで開催された。文部省のこの博覧会への関心の深さは，
当時の「文部省雑誌」に米国教育局の展示に関する見解等を詳しく紹介している
。とからも窺う。とができる縣書は，。の鱗会を機に文縮が顯発行した
ものである。
　そのPREFACEによれば，明治政府の顧問，　G．F．　Verbeck（1830－98）がほぼ
全章の英訳を校正し，文部省学監David　Murray（1830－1905）がlntroductory
Chapter（pp，9－35）を書くと共に，出版についての監督も行なった。　Chapter　I．
－General　Sketch，　Chapter　ll．－Education　In　The　Early　Ages，　Chapter
皿．－Education　Under　Shogunate，　Chapter　IV．－Education　Since　The
Revolutionの4章（pp．36－131）は大槻修二が編集し，那珂通高が校訂し，乙骨太
郎乙が英訳したものである。この4章は，日本の教育を歴史的に概観したもので，
本書の中心をなし，全体のほぼ半分を占めている。Chapter　V．　　Japanese
Language　and　LearningとChapter　VI。－Japanese　Arts　and　Sciencesの2章
（PP．132－175）は榊原芳野が編集し，乙骨太郎乙等が英訳した。　APPENDIX（PP・
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177－202）には1。Constitution　of　the　Japanese　Department　of　Education，　H．
Chronicle　of　Events　in　the　Recen七History　of　the　Department　of　Education，
皿．List　of　Emperors，　IV．　List　of　Year－Periods，　V．　Catalogue　of　the　Arti－
clesexhibited　by　the　Japanese　Department　of　Education　of　Eventsが収めら
れている。このうちH．の部分を担当したのは文部省書記妻木頼矩であった。最
後のV．はこの博覧会に文部省が展示した全品目のリストである。展示品リストの
冒頭にEDUCATIONAL　HISTORYの項があり，1．　Manuscript　Outline　Histo－
ry　of　Japanese　Education．　English　translation．2．　Manuscript　History　of
Japanese　Literature，　Science，　and　Arts．　Abridged　English　translation．3．
Chronicle　of　Events　in　the　History　of　the　Department　of　Education．
English　tlanslation．とあるところから，博覧会では，本書の原稿，英訳類が展
示されていたことがわかる。
　一冊にまとめられた原稿は‘PHILADELPHIA，　August，1876’のPREFACEを
付して，博覧会開催の1876年発行された。PREFACEの執筆者は文部大輔田中
不二麻呂であったろうと思われる。彼は1876（明治9）年4月にフィラデルフィ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）アの博覧会出席のため日本を出発し，翌年1月帰国している。彼は，日本教育紹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳介のため，本書を各所へ寄贈したようである。本書は，前述の如く，米国人Ver－
beckとMurrayの指導により，日本人が書き上げた最初の日本教育史である点で
重要なものである。
〈アメリカ合衆国におけるAN　OUTLINE　HISTORY　OF　JAPANESE　EDUCA－
TIONの所蔵状況＞
　NUCによれば，本書を所蔵する大学等は次の9か所である。
　DHEW，　DLC，　ICU，　MH，　MnU（Univ．　of　Minnesota），　NjP，　MWC（Clark
Univ．，　Worcester，　Mass．），　NcU（Univ．　of　North　Carolina），00（Oberlin　Col－
lege，　Oberlin，　Ohio）．またMiUにはPhotocopy（Microfilms）の形で所蔵されてい
る。筆者は以上に含まれていないCUで，カードにより，その所在を確認した。
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　なお，本書は，フィラデルフィア博覧会の翌年，1877（明治10）年に，パリ博
覧会（1878）のため，東京で再び出版された。DHEW，　CtY（Yale　Univ．）にその
　　　　　　　　　（28）
版が所蔵されている。
〈文部省「日本教育史略」の出版＞
　1877（明治10）年に，AN　OUTLINE　HISTORY　OF　JAPANESE　EDUCA－
TIONの邦文版「日本教育史略」が文部省により出版された。この時，　David
Murrayのlntroductory　Chapterを「概言」「文部省雇員学監米人大關慕來選」と
して和訳したのは小林儀秀であった。然し，これ以外の本文は，英文版作成の前
に大槻修二や榊原芳野等によって書かれていたものである。本書の巻頭にある日
本教育史略序の一部を次に引用する。
　　欧米各国皆教育ノ史有リテ我力邦ハ未コレ有ラスコレ有ルコト此ノ編ヨリ
　肇ル此ノ編ノ成ル明治九年二在リ即西暦一千八百七十六年ニシテ米国ノ独立
　セシヨリ蝕ニー百年ナリ国人乃将二大二博覧会ヲ費拉特費府二開カントス書
　ヲ我力邦二致シテ其ノ場二陳スヘキ者ヲ求ム文部省ノ職固教育ヲ司ルニ在リ
　因リテ数子ヲシテ此ノ編ヲ選セシメ以テ其ノ求二鷹ス……
　Murrayの「概言」に続いて「日本教育史略」（英文版Chap　ters正～IVに相当），
「文芸概略」（同Chapters　V～VIに相当）があり，最後に「附録　文部省沿革略
記」（同APPENDIXのH．　Chronicle　of　Events　in　the　Recent　History　of　the
Department　of　Educationに相当）が付けられている。但し，最後の「略記」で
は，英文版が1875（明治8）年までの記録であるのに対し，明治10年5月の「文
部省二於テ日本教育史略ヲ編集発行ス」までを収めている。
＜THE　HISTORY　OF　THE　EMPIRE　OF　JAPANの出版とその内容＞
　1893（明治26）年，Columbusのアメリカ大陸発見400年を記念して，　Chica－
goで世界博覧会が開催された。この年10月，文部省によって，この博覧会（The
World’s　Columbian　Exposition）のために刊行されたのが本書である。
　内容は日本の古代から現代に至る歴史で，9章に別けられている。編集者は高
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津鍬三郎，三上参次等で，重野安繹，星野　恒が校訂した。これを，当時，The
Japan　Mailの主筆であったCaptain　F．　Brinkley（1841－1912）が英訳した。
BrinkleyはIreland生まれで，1867（慶応3）年来日し，東京の海軍砲術学校，次
いで工部大学校で教えたが，1881（明治14）年the　Japan　Mai1の主筆となった。
当時，横浜にあった3大英字新聞のうち，The　Japan　HeraldとThe　Japan　Ga－
zetteは日本政府批判の立場をとったのに対し，　BrinkleyのThe　Japan　Mailは
終始旧本政府を膿する姿勢であ。たカ、ら塑）細家で日樋の彼が，文部省の
刊行する日本歴史の翻訳に当ったことは，極く自然な事と考えられる。印刷も
Th，・JAPAN　MAIL・。FFICE，　Y。K。HAM廻）で行なわれた。ペー，．・一バック（学
習院本はハードカバーで改装）ではあるが，総頁428頁，大小挿絵33枚（うちカ
ラー刷り5枚），写真3頁，折り込み日本地図，平安京街路図等を各所に配した立
派なもので，日本政府のこの博覧会への熱意が込められているようである。
　本：書のほかに，文部省は，この博覧会への出品目録も英文で出版した。筆者は
未見であるが，z名のみを次にあげておく！3i＞
　Catalogue　of　objects　exhibited　at　the　World’s　Columbian　Exposition，
Chicago，　U．S．A．，1893，　by　the　Dept．　of　Education．
　Tokyo，　Dept．　of　Education，1893．
〈アメリカ合衆国におけるTHE　HISTORY　OF　THE　EMPIRE　OF　JAPANの
所蔵状況＞
　NUCによれば，本書を所蔵する大学等は次の13か所である。
　DLC，　IdU（Univ．　of　Idaho），　WaS（Seattle　Public　Library），　CaBVaU（Univ．
　of　British　Columbia，　Vancouver，　B．C．　Canada），　MB，　MH，　NjP，　OCI，00，
　Or（Oregon　State　Library，　Salem），　OrU，　TU（Univ．　of　Tennessee），　CU
　筆者はCUについては同大学図書館カードでその所蔵を確認した。上記に入っ
ていないWaUにも1冊が蔵書となっている。
〈WaUおよびCUにおける同類の文部省刊行図書について〉
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　以上の2書の如く，世界博覧会の機会に日本の教育や歴史を紹介した文部省刊
行の図書は多い。筆者が，WaUとCUでその所蔵を確認したものは次の通りであ
る。NUCに示された大学等は〔〕内に示した。
　EDUCATION　IN　JAPAN　prepared　for　the　Louisiana　purchase　exposition
　　at　St．　Louis，　U．S．A．，1904　by　the　Department　of　education，　Japan．　St．
　　Louis？1904（WaU，　CU）［DLC，　ICJ，　NjP，　TxU（Univ．　of　Texas），　MoSU
　　（Saint　Louis　Univ．），　NIC（Cornell　Univ．）］
　EDUCATION　IN　JAPAN　prepared　for　the　Japan－Britich　exhibition，1910，
　　by　the　Department　of　education，　Tokyo，　Japan（1909）（CU）［CSt，　ICJ］
　HISTORY　OF　JAPANESE　EDUCATION　prepared　for　the　Japan－British
　　exhibition，1910（Tokyo，1910）（CU）［CSt，　ICJ］　この原本「日本教育史」
　　白井正邦編纂，東京，弘道館，明治43年）はCSt－H（Stanford　University，
　　Hoover　Institution　on　War，　Revolution，　and　Peace），　DLCに所蔵されて
　　いる。
　EDUCATION　IN　JAPAN　prepared　for　the　Panama－Pacific　international
　　exposition，1915（WaU　2部，　CU）［DHEW，　DLC，　OO，　ICJ，　LU（Loisiana
　　State　Univ．），　NIC］
3．IMPERIAL　RESCRIPTS
この種の学習院本は2冊である。
（1｝THE　IMPERIAL　RESCRIPT　ON　EDUCATION
　Translated　Into　Chinese，　English，　French，＆German／The　Department
　of　Education，　Tokyo，1909
〔2）THE　IMPERIAL　PRECEPTS　TO　THE　SOLDIERS　AND　SAILORS／
　THE“BOSHIN”IMPERIAL　RESCRIPT
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　　The　English　Translations　Authorized　By　The　Department　of　Education，
　　Tokyo，1913
　以上のうち（1）は「教育勅語」の漢，英，仏，独訳を邦文の原文と共に一本とし，
明治42年12月に刊行したものである。邦文のタイトルは「漢英佛濁教育勅語課纂」
となっている。その「緒言」は次の通りである。
　本省婁二教育勅語ノ英課ヲ公ニシ尋デ漢言睾ヲ出セリ今又佛言睾猫課成ルヲ告ゲタ
ルヲ以テ漢英佛濁四課ヲ合セ附スルニ英文ノ英課由來書ヲ以テシ印刷シテ之ヲ公
ニスト云爾
　英課は1907（明治40）年に出来ている。「英課由來書」はその時のANOTE
ON　THE　ENGLISH　TRANSLATIONを指しているが，その末尾で，この英訳作
成の意図を次のように述べている。
　We　now　distribute　copies　for　the　benefit　of　those　foreigners　who　may
wish　to　know　the　principle　of　our　moral　education．
　学習院本（同本2部）は，出版の翌年，明治43年1月の文部省寄贈本である。
　（2）は「軍人勅諭」（明治15年1月）と「戊申詔書」（明治41年10月）の英訳であ
る。邦文の原文と共に，大正2年4月に刊行された。邦文のタイトルは「軍人勅
諭及戊申詔書英訳」となっている。すべて教育勅語の外国語訳の例に従い，装訂
も同じである。然し，「由來書」に当るものはない。「緒言」では次の如くなってい
る。
　本省ハ婁二教育勅語ヲ英課シタル例二従ヒ更二軍人勅諭及戊申詔書ヲ英澤セン
トシ特二委員ヲ設ケテ起草審議セシメタリシニ今ヤ課文成ルヲ告ケタルヲ以テ印
刷シテ之ヲ公ニス
　学習院本は（1）と同じく文部省寄贈本で，大正5年12月に蔵書となっている。
〈アメリカ合衆国における所蔵状況〉
　　　　　　　（32）
　NUCによれば，上記2種の所蔵状況は（1｝　CtY，　MdBJ，　NcD．（2）DLCとなっ
ている。
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　以上のほか，筆者はWaUのカードでも（1）の所在を確認した。このIMPERIAL
RESCRIPTSの類の普及は，極めて限られた範囲であるようである。
お　　わ　　り　　に
　以上，文部省刊行英文教育資料について，学習院本を中心に，WaUおよびCU，
その他アメリカ合衆国全般にわたる所蔵状況を概観したのであるが，これによっ
て，文部省が，日本の教育や歴史を，機会ある毎に海外に紹介しようとした努力
の一端を知ることができる。
　然し，それら英文資料は，日本国内では，それに対応する邦文資料の存在のた
め，余り注目されなかった傾向がある。その資料は，文部省や政府が，いつ，如
何なる問題を，どの様に内外の外国人に理解させようとしたかをも示すものであ
り，当時の我国の立場や真の意図を，その英文の中に見る事ができる場合もある。
その点からも，これら資料の所在が，日本国内のみならず，海外でも，更に広い
地域にわたって確かめられる事が必要と思われる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
（1）Library　of　Congress　Catalogs：National　Union　Catalog，　December　1982
　　のSymbols　of　Participating　Librariesによる。
（2｝但し，第4，8，10，11，13，14，15，17，18，21，22，32，48，50，64，68
　～76の各年報を欠くほか，他の年報においても，2冊本の場合に「上」または
　　「下」を欠くものがある。
（3｝文部省寄贈と明記してあるもののほか，第9年報（明治14年度）のように「明
　治十七年一月大木文部卿寄附」と記されたものもある。又，学習院女子中高等
　科図書館には，第49年報（大正10年度）から第63年報（昭和10年度）までが所
　蔵されている。このうち第55年報（昭和2年度）までは「昭和十六年十二月皇
　后宮職寄贈」本である。但し，ここでも，第54，57，62の各年報を欠くほか，
　　「上」または「下」を欠くものがある。
（4｝第1年報から第65年報（昭和12年度）までは昭和39年から49年にかけて㈲宣文
　堂から，又，第66年報から第79年報（昭和26年度）までは昭和54年に財朝陽会
　から，それぞれ復刊された。
（5）特に「文部省第壱年報」（一冊），「文部省第武年報」（二冊）の如く，当時の装
　訂をそのまま残しているものは貴重である。
（6）「文部時報」第1260号，pp．87～95（昭和57年5月，文部省）
〔7）「明治十七年二月文部省寄贈」との記入がある。邦文版・第9年報について註
　（3）で述べたが，それと同じ頃に寄贈されたものである。
（8）「熊本謙二郎寄贈」との記入がある。「大正九年十月十五日」学習院図書館が受
　入れたものである。当時，熊本謙二郎は学習院教授（大正9年4月～9月は中
　等科長）で英語を担当していた。
（9）ACatalog　of　Books　Represented　By　Library　of　Congress　Printed　Cards
　Issued　to　July　31，1942，　vol．76
aO）Library　of　Congress　Author　Catalog，1948－52およびThe　Library　of
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　Congress　Catalogs，1953－1957
（11）The　National　Union　Catalog，1958－1962以降
（12）第1年報のみは袋綴で「葉」を用いた。
（13）前掲「文部時報」第1260号，p．91
（14｝同上，p．90「文部省年報英文版（Annual　Report　of　the　Minister　of　State
　for　Education）の一覧」による。
（15）同上，p．90　同「一覧」による。
（16｝同上，p．89
（IT同上，　p．91
（18｝①学齢児童就学歩合及小学校尋常科児童出席歩合道府県比較，②中学校及高等
　女学校生徒道府県比較，③師範学校生徒道府県比較，④実業学校生徒道府県比
　　較，⑤文部省直轄学校生徒本籍別人員比較，以上5種。
（19）①The　Percentage　of　School　Children　who　were　Receiving　Instruction　for
　　the　Last　Forty－Three　years．②The　Number　of　Pupils　in　Normal，　Middle，
　　Technica1，　and　Girls’High　Schools．③The　Number　of　Pupils　in　High
　　Schools　and　Those　in　Special　Schools　and　Special　Technical　Schools，　Classi－
　　fied　According　to　the　Subjects　of　Study．④Subsequent　Careers　of　Imperial
　　University　Graduates．以上4種
⑳前掲「一覧」による。
⑳このことについては，佐藤氏の前掲論文p．89，p．93等に指摘がある。
⑳LSPの記載はDiDとなっているが，これに相当する大学や図書館は無い。配列
　　の順序から推してMiD（Detroit　Public　Library，　Detroit，　Mich．）と考えらる
　　る。
⑳前掲佐藤論文p．91に「戦前文部省年報英文版の最終本は，国内・アメリカとも
　　に一九三一一三二（昭和六一七）年版の第五十九年報（昭和一三年三月発行）
　　となっている。」による。
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（圓同上，p．91
鮒　「文部省雑誌」明治8年第19号，pp．18～27および，明治9年第8号，　pp．1～
　27（佐藤秀夫編「明治前記文部省刊行誌集成，第六巻，昭和56年，歴史文献刊）
（26）「日本教育史略」p．321，p，323（明治10年8月，文部省）
⑳　「教育雑誌」第39号（明治10年）pp．9－10．（前掲「明治前期文部省刊行誌集
　成第七巻」所収）
（劉NUCによる。
伽）蛯原八郎「日本欧字新聞雑誌史」pp．101～103（昭和9年初版，昭和55年10月
　覆刻版名著普及会）
（30）本書タイトルページの裏に，その旨が印刷されている。
｛31）NUCによる。所蔵はDLC，　ICRL，　DHEW，　NIC，　PSC－Hi，　CtY，　ICJ，　NjP，
　NN．
（32）NUCのJapan，　Sovereignsの項による。
一21一
?????????
?〜〔????）?????
?????
???????
???
?（??）
???ー??ー??ー。?ー??????????ー??ー???????? ??? ?? ???????????? ア
ナ
シ
1
・
?
37
9
1?
38
7
）
?
37
9
1?
39
3
?
部
信多
　　ダ
方ル
　?
36
12
E
明
38
9
ア1
不　　ル
ス　　ユトカ・
°一A
　?
36
9
1
明
37
9
多福
if！
ム
　?
36
4
1?
37
9
木松服南熊神
岡部田部日本田
秀　守　一
猪
　??
35
?
1?
8
6
　?
35
9
1?
37
11
?
　?
35
9
F?
39
1
?
??
　?
35
9
1?
4
1
恒?
?
?
35
9」
大
12
9
?
郎
?
35
9
1
大
10
7
?
武
　?
35
9
1
明
44
9
　フ
　多
ミ？
→
?
ノレ
?
35
4
1?
35
6
渡河副吉松石荻志、
辺　　村　　島　　出　　井　　川　　村　　田
　　　金
　　　五
良　郎
　明
33
9
1?
4
9
　?
32
10
1?
38
9
道　栄
正　’右－
?
32
9
1?
38
9
?
32
9
?
［］A
38
9
安　角
三　次
郎　郎
?
30
9
1?
10
2
）
?
30
9
1
明
36
4
）
錦
太
?
29
9」
大
4
8
）
?
郎
編
　　シム
目　　゜　o
バぞ
威気
　　　　　　明明明352928
96　10
11　1
明明明363130
78　7　）　　　）
?
6
?
1?
6
8
?
?
?
?
　??
26
9
1?
38
9
）
J
T?
?
?
11胆月明
382925
9410
1口明明明392927
984
高　辰　村　立 　ジ
　ヨ
ン1
符行
ソ1
ン゜　一
r：］森沢中斉松川佐
根己田花アジ崎
義
?
?
9
1?
9
5
＞
小　祐　銑
次
郎　　　郎
　　　　　　　　　明明明明
25　2925　25
9　99　91　iI　I
明　明明　明
29　3528　34
9　8115）　　　）　　　）
　へ
明
25
1
1?
25
6
）
?
24
2
1?
30
11
）
則
?
?
23
2
1?
34
11
山臨藤井島藤
　　　雄　恒
　　　之　太
某　助　郎
　?
22?
1?
23?
　?
22
11
F
明
23
9
　?
22
10
1?
38
4
）
徳　蔵顕
・善・吉理
　?
22
5
1?
23
2
）
A?
21
10
1?
25
8
）
　?
21
10
1?
22
H
）
嵯?
根
不
郎
　?
21
9
1?
24
8
）
蜂
須?
?
亀
次?
　明
21
9??
22
2
）
?
?
武
　?
21
9
1?
23
1
）
　ウ加
　オ
窒藤
　1雪・秀?
グ　ー
加　松　井
賀．本　上
? ?
　ア
　￥
　診
↑ギ
＿保吉丁
　　　　　　　　　明明明明
21　2221　20
…　　　？
9　24　1
1　11明
BJI　E月日月　26
223221？
　　　　　）
8　86
）　　　）
　明
20
12
E?
22
6
）
A?
20
10
F?
26
7
）
明
20
9
1?
24
7
）
滝　侵
田　松
鐘
四
郎
?
20
6
J
明
26
4
?
?
20
6
1?
26
8
）
?←
3?
ン
ゼ1
?
20
2
1?
2G
9
坂久有小高’大岡
倉留馬柴田村倉?
之?
　?
20
1
1?
23
3
）
契　純
?
造　原．盛　賢
　　　　　　　　　明　明明　明
20342G　19
1　61　10
1　目　1
明明明明21372521
3　128　10
）　　　）　　　）
　?
19
9
1?
38
3
）
?
?
?
ノs?
19
9
1?
39
12
郎
　?
19
9
e?
38
1
）
ゼ
1
ビ
1
モ1
ノレ
?
19
9
1
明
20
2
）
岩．斉安大三分山岡矢田安渡岡嘉鈴丹吉能宮原
波藤岡沢田部LI倉島部川辺倉納木?
彌
　?
玉9
6
1?
24
2
辰　偶
次　次
郎　郎
?
19
1
???
21
7
＞
?
」8
8
1?
ig
I
6
）
友守光弘真錦
輔　真　謙　達　範　蔵
　?
18
6
1?
19
10
）
　?
18
3
1?
29
10
　?
18
1
1?
18
11
ハ?
18
1
1
明
23
8
）
　?
17
7
1?
33
6
）
　?
17
2
1?
】9
9
）
金　辰　修　八　治
次　三　次　・卜五
良1～　良1～　劇ニ　ノk　　劇二
　?
15
9
t?
】8
9
）
?
t5
7
1?
17
2
）
?
15
3
t?
15
8
）
?
15
2
E?
17
7
）
?
15
1
1?
24
4
充　乙
田　勢崎　野
?
美　馬　勝　栄　児　某
?
14
8
1
明
18
4
＞
?
14
3｝
明
15
3
?
13
9
1
明
】4
7
　?
13
9
E?
15
5
　明
13
4
1?
14
2
）
　?
13?
1?
15?
）
　チ　ジ　ピ
　ャウェ　1
グ1エ1ジト
1レル’　　　　　　ヨン
ジスヘエウ・
ン・ッフド
グ　キ・ン
ロ月
?
6﹈
?
14
6
【場
10
nf
??
11
7
．へ?
10
6?
??
11
6
）
蔵
　明
44
2﹇
大
5
4
　?
42
8
P?
lo
5
一　　7
　?
41
9﹇
?
1
10
）
ン」?
郎栄次丁
　?
40
8」
?
2
9
）
　?
40
4
1
昭
2
4
?
39
1
1
明
41
9
?
38
12
1
昭
ll
4
）
日月
38
9
1?
40
7
10
15
20
25
30
35
40
45
　　　　　　　II。・口・II?
口口口閲
　　　口§Il口・IT圏lll□Illll’1團ll　9
?
口口
??? ーーー1
1
1
?
0
?1?ー
III§II?
一23一
